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プロローグ

俺は下駄箱から靴を取り出して足元に放る。放課後の昇降口は、俺と同じく今から帰る生徒であふれていた。一秒をおしんで走り去る奴。部活に向かう陸上部。しゃべりながら最後の一人が靴をはき終わるのを待つ女子生徒たちのむれ。その人ごみをすり抜けて俺は外へ出た。すっかり葉桜にかわった桜の樹が校門の横で風に揺れている。

今日も何事もなく一日が終わる。

「真一郎様―。」

後ろから声がする。俺は振り返った。

「真一郎様。一緒に帰りましょ」

俺が校門を出るところでいづみが駆けよってきた。いづみもちょうど今から帰るところらしい。下校時の人ごみの中でいづみが俺を見つけてくれたのが、なんか嬉しい。

「いづみ。今日のアルバイトは何時から？」

いづみのスケジュールを確認する。いづみは忙しい。

相変わらず家賃その他を自分のアルバイトで稼ぎ出している身で、俺たちが会おうと思っても難しいことが多い。なんとなく、いづみのアルバイトを確認するのがクセになってきた。

「今日はないんです。今日、真一郎様の家に行ってもいいですか？」

「……。」

いづみが横に並んで歩きだす。

あれ？　なんかおかしいな。

ふつういづみが人前で「真一郎様」モードに入ることはない。いくら今、唯子や小鳥がいないとはいえ、これは……。

「いづみ」

「はい？」

「なんかかくしてるだろ」

「う・・。」

困惑するいづみはかわいい。なんか、もっといじめたくなるけど。やめとこう。俺は助け船を出した。

「なんか言い出しにくい事？」

「……」

図星だな。表情が語ってる。

「ああもう」

いづみは笑って言った。

「相川には何にも隠し事ができないな、わたしは」

俺は黙って聞く。

「そう。実はちょっと頼みごとがあって。

　……今度のＧＷの連休に、わたしは北海道に帰ってくるように言われてて」

あ、そうなのか。ちょっとさびしい。でも頼みごとって何だろう。

「その時にさ、相川。おまえを一緒に連れてくるようにって、昨日兄さまや両親に言われたんだ」

「はい？」

「それで、ちょっと家族に会ってもらえないかな？」

困ったような笑顔でいづみはしめくくった。そんな笑顔に俺が逆らえるわけもなく。

おれの次のＧＷの予定は決まったのだった。
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